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図8 代 替法 (動物を使わない)の 承認状況

図10 FDA白 書の内容 (2004年)

1.新薬の開発が停滞している。 → 2.今までの動物実験での副作用予翔確率は低い!
(FDAの 提案)
。人間細胞株を用いて、新薬がどのように代離 れるかを、試験管内でテストすぺ態 : Repiace
・FDAは 、猿を用いた神経毒性試験(ワクチン用)をねずみでできる方法を開発した。 R● 8ne
・遺伝子組み換えマウスを用いることで、数をキ滅した。(発ガ方 スト)     Reduce

図 11

13年 度 科準研究宮崎崩合 配分状況 く研究分野め
てta末 ―ス)

図12

法制度改善を求める

ネットワークの提案

1.倫理委員会の設置

2,施設の届出

3.立ち入り調査

4B記録の保持と報告

5,3Rの 明記
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